
皆野大塚古墳（秩父郡皆野町） 形美しく、葺石・石室も残る

大東文化大学東松山キャンパスよりバスに乗って、いざ出発



　　　　　まずは皆野大塚古墳です







　　　　　正面が円墳の大塚古墳



　　　　　前方が石室の羨道部分



　　　石室には体を屈めて入る/階段を上ると墳頂に立てる





　　　　　　羨道から玄室内を見る/玄室の入口にあたる玄門の上部に冠石が、右手に門柱が見える



　　　玄室は胴張り両袖型で、床に比べて天井が狭いドーム状に構築されている



　　　　石材は、天井と奥壁には巨大な磐石、側壁には下部に大型の割石を縦に、上部では小型の割石を小口積みにしてある





　　床にはこぶし大の河原石が敷き込まれている/正面のベレー帽はこの講座の担当の金井塚良一先生



　　　秩父地方の片岩を使用している



　　　積み石の間隙部には小石や石綿が充填されている



　　玄室から羨道部を見る/足元に框石（しきみいし）が見える



　　墳頂に登る



　墳丘は円礫の葺き石で覆われている



　　祠があった



　遠景から見る



　　　　　反時計回りに廻ってみる





　　　周囲には幅約4ｍ、深さ約1ｍの周溝がめぐっていたというが、現状ではほとんど埋まっているようだ
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